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第33回第33回

東日本大震災から５か月――復旧･復興に向け、東海村の“元気”を発信していこ
うと第33回「東海まつり」が開催されました。恒例の花火大会は中止となったも
のの、祭りを締めくくるグランドフィナーレでは、来場者の“想い”が込められた
メッセージ入りの風船約700個が一斉に夜空に放たれ、天高く舞っていきました。

８月６日８月６日



「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

第
61
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
実
施
に
当
た

り
、
６
月
３
日
に
、

東
海
村
保
護
司
会
会

長
の
川
崎
さ
ん
ら
か

ら
村
長
に
対
し
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運

動
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
」が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
５
者

に
よ
り
推
進
委
員
会

を
組
織
し
、
６
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
会
議
で
は
、「
強
調
月
間
」を
中
心
に

ど
の
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

そ
し
て
迎
え
た「
強
調
月
間
」初
日
の
７
月
１
日
に

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
駅
で
、
通
勤･

通
学
者
に
対
し
、
チ
ラ

シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
メ
モ
帳
、
東
海
村

更
生
保
護
女
性
会
の
会
員

が
真
心
込
め
て
手
作
り
し

た“
押
し
花
し
お
り
”等
の

啓
発
物
品
を
配
布
す
る
街

頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
人
権
啓
発

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
人
権
ま

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
こ
の
運
動
は
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

国
や
各
自
治
体
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
の

実
現
と
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
を
支
え
る
全
国
的
な
活
動
で
す
。
運
動
は
、
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
は「
強
調
月
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
東
海
村
保
護
司
会（
会
長･

川
崎
公
靖
さ
ん
）、
東
海
村
更
生
保
護
女
性
会（
会
長･

鈴
木
綾
子
さ
ん
）、
東
海
那
珂

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
会
長･

稲
田
栄
一
さ
ん
、
新
世
代
奉
仕
委
員
会
委
員
長･

江
田
五
六
さ
ん
）、
東
海
村
人
権
擁
護
委
員（
代

表･

石
井
勉
さ
ん
）と
村
の
５
者
が
共
同
で
推
進
委
員
会（
委
員
長･

村
上
達
也
村
長
）を
組
織
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
！

地
域
の
力
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

～
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施
～

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
昭
和
24
年
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
や
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
を
推
進

す
る
更
生
保
護
制
度
の
思
想
に
共
鳴
し
た
東
京･

銀
座
の
商
店
会
連
合
会
の
有
志
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
た「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」を
始
ま
り
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
街
頭
啓
発
活
動
や

講
演
会
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
、
今
年

は
61
回
目
と
な
り
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
…
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テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
事
件
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
は
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
犯
罪
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
し

か
し
、
罪
を
償
い
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社

会
で
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
生
み
出
さ

な
い
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま
た
、
大
切
な
こ
と

な
の
で
す
。
村
で
は
、
今
後
も
東
海
村
保
護
司
会
、
東

海
村
更
生
保
護
女
性
会
、
東
海
那
珂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
東
海
村
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が

ら
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

明
る
い
社
会
の
実
現
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
、

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
、
今
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
る
く
ん
」の
着
ぐ
る
み
も
登
場
し
、
登
校
途
中
の
学

生
た
ち
が
足
を
止
め
、
写
真
を
撮
る
な
ど
人
気
を
集
め

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

さ
ら
に
７
月
４
日
に
は
、
村
の
11
人
の
保
護
司
が
東

海
中
学
校･

東
海
南
中
学
校
を
訪
問
し
、
学
校
で
の
生
徒

の
様
子
等
に
つ
い
て
、校
長
な
ど
と
懇
談
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
や
非
行
を
テ
ー
マ
に
し
た「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
月
中
旬
に
は
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
全
世
帯
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
に
の
ぼ

り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

ま
た
、
８
月
６
日
に
行
わ
れ
た「
東
海
ま
つ
り
」に
も

推
進
委
員
会
の
委
員
ら
が
参
加
し
、
来
場
者
に
う
ち
わ

や“
押
し
花
し
お
り
”等
の
啓
発
物
品
を
配
布
し
て
、
運

動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

な
ぜ
犯
罪
や
非
行
が
起
き
る
の
か
…

皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

７月１日、東海村
保護司会、東海村
更生保護女性会、
東 海 那 珂 ロータ
リークラブ、東海
村人権擁護委員な
ど推進委員会の委
員、総勢34人がＪ
Ｒ東海駅で啓発活
動を行いました。

　

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
推
進
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
２
～
１
１
８
５
）

※「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に
つ
い
て

は
、
法
務
省
保
護
局
の
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（h
ttp

://w
w

w
.m

o
j.g

o
.jp

/H
O

G
O

/
hogo06.htm

l

）で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　村では、ＪＡひたちなかと共に、東京電力福
島第一原子力発電所の事故に伴う、農畜産物の
損害賠償請求に関する窓口を開設しています。
必ず事前にお問い合わせの上、お越しください。
●期　　間	 ９月６日（火）～ 11日（日）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 農業支援センター（東海ファー

マーズマーケット「にじのなか」内）
●対　　象	 村内在住で、自ら農畜産物を生産

し、出荷･販売している農業者（ＪＡ出荷者、
ＪＡ外出荷者（任意組合、農業法人等））

●請求内容	 東京電力福島第一原子力発電所の
事故による実損害･風評被害等 ※原子力損害
賠償紛争審査会の指針に基づいて行います。
●問 合 せ	 ▼ＪＡ出荷者…ＪＡひたちなか東海営

農センター（☎282-0203）※土･日曜日を除きます。 
▼ＪＡ外出荷者…農業支援センター（☎287-7867）

農畜産物等の損害賠償請求窓口

　県では、平成23年産米の安全性を確認する
ため、国や市町村、生産者団体等と連携し、出
荷前の米の放射性物質検査を実施します。
●検査時期	 ９月上旬
●対　　象	 村内の水田･陸田のうち、予備調

査１か所、本調査１か所（品種にかかわらず
出荷が始まる前の米）

●検査方法	 収穫前の予備調査と、収穫後の本
調査の２段階で検査します。

●そ の 他	 米生産農家の方は、検査結果が国
の定めた暫定規制値（500Bq/㎏）以下である
ことが確認できるまで、出荷･販売･譲渡をし
ないでください。

●検査結果	 村公式ホームページ、県のホーム
ページ等で公表します。

●問 合 せ	 茨城県県央農林事務所（☎231-
3034）、東海村経済課（内線1433）

東海村産米の放射性物質検査
　被災者に対し、税負担を軽減できる雑損控除
の制度の一例をご紹介します。
●質 問 例 自宅の本体に被害はなかったので

すが屋根瓦の一部が崩れてしまい、先月50万
円掛けて崩れた所だけ取り替えました。所得
税が戻る場合があると聞きましたが、私の所得
税は戻りますか。私は会社員ですが、まだ確定
申告をしていません。勤務先からもらった平成
22年分の源泉徴収票では、給料500万円に対
して所得税が10万2500円引かれていました。
●回　　答	 屋根瓦の一部が被害を受けた場合、

柱など住宅自体に大きな被害がなく修理費が
それほど掛からない方は、原状回復（修理）のた
めに支払った額によって雑損控除が受けられ
ます。この場合の雑損控除の額は、「修理費用
－５万円」として計算しますので、「45万円（50
万円－５万円）」になります。その結果、所得税
がおおよそ２万5000円還付されるとともに住
民税も減額されます。ただし、屋根瓦を全部
ふき替えたり、材質を変えた場合、この取り扱
いはできません。また、収入や損害の状況によ
り、雑損控除を受けられない場合もあります。
●問 合 せ	 太田税務署（☎0294-72-2171）
　※月曜日から金曜日まで（祝日を除く）の午前

８時30分～午後５時にお問い合わせください。

雑損控除（屋根瓦）について

　水戸地方法務局では、速やかな復興のため、被
災建物の滅失登記については、被災者が登記申
請をすることなく、登記官が職権により行います。
●期　　間	 平成24年３月31日（土）まで
●対　　象	 茨城県全域
●そ の 他	 現地調査の際に、聞き取り等を行

うことがあります。
●問 合 せ	 水戸地方法務局不動産登記部門滅

失登記対策委員会（☎221-5139）

倒壊等建物の滅失登記をします
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災害に関するお知らせ

島根県松江市職員が引き続き復旧作業を支援
　島根県松江市の職員は、５月10日から交代で来村し支援に当たってくれています。職員２人がそ
れぞれ、被災した建物の設計業務や村道の復旧工事に従事しています。

●対　　象 村内在住の方、東海村とつながり
のある方

●応募方法 10月31日（月）（必着）までに、氏
名･住所･電話番号を添えて、持参･郵送･電
子メールのいずれかの方法で、まちづくり
国際化推進課（役場行政棟３階 〒319-1192 
東海3-7-1 電子メールtsch@ice.hidecnet.
ne.jp）へ応募してください。※電子メールの
件名は【東海村3.11文集】としてください。

●そ の 他	 ▼未発表の作品で１人１点としま
す。▼書籍やサイト等から無断でコピー（ダ

内　　容 要　　件

作文
の
部

▼震災の体験（震災発生日だけでな
く、その後の体験も可）　▼震災を
通じて思ったこと、考えたこと　▼
今後のまちづくりに対する提言等

①1200字以内（タイトルを含む）※文章に写真を付け
たい場合は２枚以内（添付する写真の詳細は写真･動
画の部を参照）　②手書きまたは電子データ（メール、
ＣＤ･ＤＶＤに複製したもの）

写真
･
動画
の
部

▼村内で撮影されたもの（被害状況
に限らず、炊き出しの様子や通勤
中のスナップ、ボランティア活動、
片付けの様子等も可）　▼復旧･復
興する村の様子等

▼写真…①プリントしたものまたは電子データ　②
形式はＪＰＥＧでサイズは「1024×768」以下　③撮
影日時･場所と簡単な説明を付記　▼動画…①CＤに
複製したもの　②形式はＭＰＥＧ1または２、ＷＭＶ
③撮影日時･場所と簡単な説明を付記

ウンロード）したものは応募しないでくださ
い。著作権等の問題が発生した場合、投稿者
の責任となります。▼作品の著作権は村に帰
属します。▼作品は返却しません。▼原則、
記名で公開します。▼校正（表記の統一、事
実誤認の修正等）は、村に一任させていただ
きます。▼記録集は冊子･ホームページでの
公開を予定していますが、場合によって掲載
できないこともあります。
●問 合 せ まちづくり国際化推進課まちづく

り国際化推進担当（内線1341）

応援職員を紹介します！
長崎県川棚町･三重県菰野町から新たに応援職員
　８月１日から、新たに長崎県川

か わ た な

棚町から１
人、三重県菰

こ も の

野町から２人の職員の方が、支
援の手を差し伸べてくれることになりました。
　長崎県川棚町職員は、経済課に配属され、
農業施設の復旧に係る工事監理業務等に従事
しています。また、三重県菰野町職員は、下
水道課に配属され、下水道施設の復旧に係る
工事監理業務等に従事しています。
　なお、今後は、それぞれ職員を交代しなが
ら、平成24年３月31日まで支援していただ
く予定です。

期間：８月１日～ 31日

川棚町経済課農地保全担当

主幹　山
や ま だ

田　大
だい す け

介さん

期間：８月１日～ 31日

菰野町下水道課工務担当

主幹　石
いし か わ

川　正
まさ よ し

義さん

期間：８月１日～９月30日

菰野町下水道課工務担当

主幹　中
なか は ら

原　伴
とも あ き

章さん

期間：８月１日～ 31日

松江市建設部下水道工務課

副主任　坂
さ か ね

根　彰
あきら

さん

期間：８月１日～ 15日

松江市建設部建築課

技師　淺
あ さ づ

津　満
み ち を

男さん

　東海村における震災の体験を風化させないため、また、新たなまちづくりや防災対策の一助とす
るため、記録集を作成します。ぜひご応募ください。

震 災 の 作 文、 写 真･動 画 を 募 集 し ま す

問合せ：人事課人事担当（内線1322）
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　３月11日に発生した“東北地方太平洋沖地震”を機に、防災への意識が高まっています。
　９月１日の「防災の日」にちなみ、いま一度、家庭での防災対策を家族で考え、いざというときに
すぐに持ち出せるように、非常持ち出し品の準備や点検をしておきましょう。

問い合わせ　原子力対策課原子力･防災担当（☎282-1711 内線1518）

１次
持ち出し品
（例）

◆１次持ち出し品は、
災害が発生して避難す
るとき、まず最初に持
ち出すべきものです。

非常食
乾パン、缶詰など火を通さ
なくても食べられるもの。
飲料水。缶切り、栓抜き、
紙皿、紙コップなども用意

貴重品
現金（10円硬貨があると公衆
電話の利用に便利）、預金通
帳、印鑑、運転免許証など

下着･上着などの衣類、
洗面用具、タオル、ウ
エ ッ ト テ ィ ッ シ ュ、
かっぱ、ヘルメット、
ライター、ラップフィ
ルム（止血や食器にか
ぶせて使う）など

携帯ラジオ
予備の乾電池は
多めに用意

懐中電灯
１人に１灯。
予備の乾電池
も忘れずに！

救急医薬品
ばんそうこう、傷薬、
包帯、風邪薬、胃腸薬、
鎮痛剤など

２次
持ち出し品
（例）飲料水

飲料水は１人１日３
リットルを目安。ペッ
トボトルや防災タンク
にためておく

食品

◆２次持ち出し品は、災害
復旧までの数日間（最低３日
分）を生活できるように準備
しておくものです。

米（レトルト食品･乾燥
食品･アルファ米が便
利）、缶詰やレトルト
のおかず、チョコレー
ト･あめなどの菓子類、
調味料など

燃料
卓上こんろ、
ガスボンベ、
固形燃料など

その他
生 活 用 水（風
呂や洗濯機に
備蓄）、毛布、
寝袋、ドライ
シャンプー、鍋、やかん、防災タ
ンク、バケツ、各種アウトドア用
品など

携帯トイレ、使い切りカイロ、
裁縫セット、ガムテープ、地
図、さらし、筆記用具、スコッ
プなど

避難生活が長引くときに
便利なもの

阪神･淡路大震災で
役に立ったもの

ホイッスル、予備の眼鏡･補聴
器、ビニールシート、新聞紙な
どや、救助用具としてロープ、
スコップ、バール、ハンマー、
のこぎり、車のジャッキなど

　
　いざというときに支障がないように、
使用期限･賞味期限や持ち出し品の不足が

ないか、定期的に点検しましょう。

その他

非常持ち出し品は準備していますか…
非常持ち出し品は準備していますか…

９月１日は「防災の日」です

6 ●



村政への提案レター村政への提案レター
～ あなたの声をお聞かせください ～

●村政に関するご提案･ご意見等、お気軽にお寄せください。

●この封書は、平成24年３月31日まで有効です。

　封書は切手を貼らずに郵便ポストへ投
と う か ん

函してください。
　また、この提案レターはお互いの立場を尊重するものと考えていますので､必ず住所･氏名･職業･
年齢･電話番号（内容について確認させていただく場合がありますので、日中連絡が取れる電話番号）
を明記してください。無記名のものにはお答えできませんので、ご注意ください。
■問い合わせ 自治推進課村民相談室（☎282-1711 内線1276）

き

り

と

り

線

き り と り 線

料金受取人払郵便

ひたちなか支店
承　　認

432
差出有効期間
平成 24年 3月
31日まで

切手を貼らずに
お出しください（　　　）

3 1 9 1 1 9 0

き り と り 線

〈
受
取
人
〉

東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号

（
総
務
部
自
治
推
進
課
扱
い
）

　
　
　
　

東　

海　

村　

長　
　

行

のりしろ②貼り付け

の
り
し
ろ
①
貼
り
付
け

のりしろ③貼り付け
● 7



※お寄せいただいたご提案やご意見には、原則として文書で回答させていただきますが、内容
により、その他の回答方法や回答できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
なお、内容が利己的･営利目的･誹

ひ ぼ う

謗中傷と判断されるものについては、受け付けできません。
※村内の公共施設には、村民提案用のはがき「私の提案カード」（切手不要）を常時備えています

ので、ご活用ください。

き り と り 線

件　名

住
所

東
海

村

氏
名

職
業

年
齢

電
話

番
号

（これは封書になりますので、切り取って投
と う か ん

函してください。）

き

り

と

り

線

き り と り 線

あなたの声を村政に！
　より良いまちづくりに向けたあなたのアイデアを
お気軽にお寄せください。
　行政では目が届かない問題も、みんなで工夫すれ
ば、解決できることもあると思います。
　お互いに知恵を出し合い、住み良いまちを目指しましょう！

の り し ろ ②

の

り

し

ろ

①

の り し ろ ③
8 ●



お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●９月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

４日（日）尾形クリニック 282-4781
11日（日）茨城東病院 282-1151
18日（日）村立東海病院 282-2188
19日（月）石井整形外科クリニック 270-5141
23日（金）村立東海病院 282-2188
25日（日）武藤小児クリニック 282-7722
救急医療機関をお探しのときは	▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談	▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎297-4370）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
１日（木）総合福祉センター「絆」
９日（金）総合福祉センター「絆」
15日（木）総合福祉センター「絆」
29日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●９月の健康体操参加者募集●

●７月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 20 ０ 28
累計

（１月から） 111 １ 141

前年比 －13 +１ －28

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

すべての電話から（☎ 0120-42-4848）

暮
ら
し

　

救
急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係

者
の
意
識
を
高
揚
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

９
月
９
日
を「
救
急
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
日
を
含
む
１
週
間（
今
年
は
９
月
４

日（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で
）を「
救
急
医

療
週
間
」と
し
て
、
各
地
で
救
急
に
関
す

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す

９
月
は「
動
物
愛
護
月
間
」で
す

　

▼
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
習
性
を
よ
く

理
解
し
終
生
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
▼
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
豊
か

な
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
▼
動

物
を
い
た
わ
り
、
命

を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
▼“
不
幸
な
生
命
”

を
生
ま
な
い
、
生
ま

せ
な
い
た
め
に
、
避

妊･

去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
▼
飼
い

主
は
鑑
札･

迷
子
札
な
ど
を
着
け
所
有
者

を
明
示
し
ま
し
ょ
う
▼
ペ
ッ
ト
の
逃
走
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
▼
動
物
を
み
だ
り
に

　

と
う
か
い
元
気
市
実
行
委
員
会
で
は
、

地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
魚

介
類
、
加
工
品
や
工
芸
品
、
手
作
り
品
な

ど
を
販
売
す
る「
と
う

か
い
元
気
市
」を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

期
日
▼
８
月
28
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
～
11
時

場
所
▼
役
場
正
面
玄
関
前

と
う
か
い
元
気
市
実
行
委
員
会（
東
海

村
商
工
会
内 

☎
282
局
３
２
３
８
）

「
第
２
回
と
う
か
い
元
気
市
」を
開
催

虐
待
し
、
ま
た
は
遺
棄
し
た
方
は
、「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」に

よ
り
罰
金（
50
万
円
以
下
）に
処
せ
ら
れ
ま

す
―
―
こ
の
機
会
に
、
ペ
ッ
ト
や
野
生
動

物
な
ど
、
身
近
に
い
る
動
物
を
見
つ
め
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
９
６
‐
７
２
‐
１
２
０
０
）、
東

海
村
環
境
政
策
課（
内
線
１
４
５
１
）

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
て
の
重
要
性
】

　

急
病
や
け
が
な
ど
に
よ
り
救
急
車
を
要

請
し
、
現
場
に
救
急
隊
員
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
速

や
か
に
適
切
な
応
急
手
当
て
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
傷
病
者
の
救
命
効
果
が
向
上
し

ま
す
。
救
命
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
に
よ
る
応
急
手
当
て
、
救
急
隊
員
の

応
急
処
置
と
搬
送
、
医
療
機
関
で
の
処
置

と
い
う
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
連
携
プ
レ
ー
の
第
一
歩
は
、
皆
さ

ん
の
応
急
手
当
て
か

ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

救
命
講
習
会
な
ど
を

受
講
し
、
日
頃
か
ら

救
急･
救
命
の
た
め
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
救
急
救
助
担
当（
☎
282
局

２
０
３
８
）※
自
治
会･

職
場･

サ
ー
ク

ル･

任
意
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
お
お
む

ね
５
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
救
命
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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●９月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

15日（木）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時を連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ７日（水）
13:00 ～ 13:45

平成23年４月
生まれの子

１歳６か月児 ８日（木）
13:00 ～ 13:45

平成22年２月
生まれの子

３歳児 14日（水）
13:00 ～ 13:45

平成20年７月
生まれの子

２歳半歯科 21日（水）
13:00 ～ 13:45

平成21年２月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 20日（火）
13:00 ～ 13:20

平成23年６月
生まれの子

●９月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

２日（金）
10:00 ～ 12:00 法律相談（当日受け付け）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

９日（金）
10:00 ～ 12:00 行政書士による相談（事

前予約）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

16日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

30日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時
●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●９月のニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

健
康･

医
療

「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
～
食
か
ら

元
気
を
届
け
よ
う
～
」を
開
催

　

食
生
活
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
学
び
、

食
育
活
動
を
行
う
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活

改
善
推
進
員
）を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

日
程
等
▼
下
表
参
照

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら（
平
成
24
年

１
月
26
日（
木
）の
み
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
講
座
修
了
後
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と

し
て
活
動
で
き
る
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
先
着
30
人

費
用
▼
１
２
０
０
円
／
人（
テ
キ
ス
ト
代
）

講
師
▼
荒
木
均
さ
ん（
ひ
た
ち
な
か
保
健
所

長
）、
小
室
秀
子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）、

高
畠
和
代
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）ほ
か

・

９
月
13
日（
火
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
実
施

日
時
▼
９
月
７
日（
水
） 

午
前
９
時
30
分
か

ら（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら･

雨
天

時
は
中
止
）※
開
始
時
間
が
30
分
早
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
国
道
２
４
５
号
側
の
屋
外
倉
庫
前
）

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
阿
漕
ケ
浦･

虚
空
蔵
堂
コ
ー
ス（
１

時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

「
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」を
開
催

期
日
▼
10
月
４
日･

11
日･

25
日
、
11
月
１

日（
す
べ
て
火
曜
日･

全
４
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
20
歳
以
上
40
歳
未

満
の
方（
30
人
）※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す（
初
心
者
優
先
）。

内
容
▼
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
有
酸
素
運
動

講
師
▼
綿
引
晴
子
さ
ん（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

・

は
が
き
に「
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

参
加
希
望
」と
①
住
所
②
氏
名（
ふ
り
が

な
）③
生
年
月
日
④
電
話
番
号
⑤
経
験
の

有
無
⑥
保
育
希
望
の
有
無
⑦
保
育
希
望

期　

日

内　

容

９
月
27
日（
火
）
県
民
の
健
康
状
況
と
生
活

習
慣
病
予
防
等（
講
話
）

10
月
14
日（
金
）
年
代
別
の
食
事
の
ポ
イ

ン
ト（
講
話
）

11
月
29
日（
火
）
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
作
ろ
う
①（
調
理
実
習
）

12
月
15
日（
木
）
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

と
食
品
表
示（
講
話
）

平
成
24
年

１
月
17
日（
火
）
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

直
そ
う（
講
話
）

平
成
24
年

１
月
26
日（
木
）
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
①
、

健
康
体
操（
実
技
）

平
成
24
年

２
月
９
日（
木
）
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
②

平
成
24
年

３
月
１
日（
木
）
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
作
ろ
う
②（
調
理
実
習
）
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金
婚
対
象
者
の
把
握
調
査
を
実
施
中

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
10
月
の
金
婚

祝
賀
会
開
催
に
当
た
り
、
年
度
内
に
結
婚

50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦（
昭
和
36
年
４

月
１
日
～
昭
和
37
年
３
月
31
日
に
結
婚
）

の
把
握
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
と
な
る

ご
夫
婦
の
お
宅
を
訪
問
し
調
査
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
訪
問
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
東
海
村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

282
局
２
８
０
４
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
、
村
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催
し
ま
す
。

日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

加
藤
啓
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶

の
間
事
務
局 

☎
282
局
２
３
３
４
）※
火

･

金
曜
日
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
27
日

（
火
）

９
月
20
日

（
火
）

９
月
16
日

（
金
）

９
月
13
日

（
火
）

９
月
９
日

（
金
）

９
月
６
日

（
火
）

９
月
２
日

（
金
）

期　

日

舟
石
川
中
丸
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場　

所

福
祉

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

特
定
疾
患･

関
節
リ
ウ
マ
チ･

精
神
疾
患

患
者
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

　

特
定
疾
患（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

の
確
立
し
て
い
な
い
難
病
）の
患
者
等
に

対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
う
ち
、

月
額
４
０
０
０
円
を
上
限
に
医
療
福
祉
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間
▼
９
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

対
象
▼
①
特
定
疾
患
の
治
療
を
し
て
い
る

方（｢

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証｣
を

お
持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
）②
関
節

リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
し
て
い
る
方
③
精

神
疾
患
の
治
療
を
し
て
い
る
方（｢

精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳｣

ま
た
は｢

自
立

支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通
院
）｣

を
お

持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
）―
―
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
村
内
在
住
の
方

必
要
書
類
等
▼
▽
申
請
書
▽
医
療
機
関
の

水
中
体
操
教
室
を
開
催

期
間
▼
10
月
３
日（
月
）か
ら
平
成
24
年
３

月
24
日（
土
）ま
で（
各
全
20
回
）

時
間
等
▼

【
健
康
維
持
コ
ー
ス
】

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
】

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
健
康
維
持
コ
ー
ス
…
村
内
在
住
で

65
歳
以
上
の
方 

※
月
曜
２
組
と
木
曜

２
組
は
、
ほ
か
の
組
よ
り
も
ゆ
っ
く
り

と
水
中
体
操
を
行
い
ま
す
。 

リ
ハ
ビ

ク
ラ
ス

時　

間

定　

員

月
曜
１
組

  9:30

10:30

各
先
着
13
人

木
曜
１
組

金
曜
１
組

土
曜
１
組

月
曜
２
組

11:00

12:00

各
先
着
10
人

木
曜
２
組

金
曜
２
組

各
先
着
13
人

土
曜
２
組

金
曜
３
組

13:00

14:00

先
着
13
人

～～ ～

ク
ラ
ス

曜
日
時　

間

定　

員

リ
ハ
ビ
リ
１
組

月

13:00

14:00

各
先
着

　

６
人

リ
ハ
ビ
リ
２
組

木

リ
ハ
ビ
リ
３
組

木

14:30

15:30
～～

が
あ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
名
前（
ふ
り
が

な
）と
年
齢
―
―
を
記
入
の
上
、
９
月
８

日（
木
）（
必
着
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 

☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
…
村
内
在
住
で

障
が
い
が
あ
り
、
機
能
回
復
訓
練
を
希

望
す
る
40
歳
以
上
の
方

内
容
▼
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
等

参
加
費
▼
６
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
初
参
加
の
方･

障
が
い
の
あ

る
方･

高
齢
の
方
を
優
先
し
ま
す
。
▽

受
け
付
け
の
際
に
簡
単
な
問
診
を
行
い

ま
す
。
▽
医
師
の
意
見
書
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・

９
月
１
日（
木
）か
ら
10
日（
土
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

領
収
書（
領
収
日
が
平
成
23
年
３
月
か

ら
８
月
ま
で
の
も
の
）▽
口
座
番
号
が

分
か
る
も
の（
預
金
通
帳
や
カ
ー
ド
）▽

委
任
状･

印
鑑（
振
込
口
座
が
申
請
者
本

人
名
義
で
な
い
場
合
の
み
）―
―
の
ほ

か
、
①
の
方
は「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」、
②
の
方
は
医
師
の
診
断
書

（
過
去
に
助
成
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
の
み
）、
③
の
方
は「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」（「
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
」を
お
持
ち
の
方
は｢

自
己
負
担
上

限
額
管
理
票｣

）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・

①･

②
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
、
③
の
方
は
、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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９
月
27
日
か
ら
ラ
イ
タ
ー
等
の

販
売
規
制
が
始
ま
り
ま
す

　

子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
火
遊
び
で

起
き
る
火
災
等
を
防
ぐ
た
め
、
消
費
生
活

用
製
品
安
全
法
関
係
の
改
正
法
令
が
施
行

さ
れ
、９
月
27
日（
火
）か
ら“
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー

ク
”の
表
示
が
な
い
ラ
イ
タ
ー
等
は
、
原

則
販
売
禁
止
と
な
り
ま
す
。“
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー

ク
”の
表
示
が
あ
る
ラ
イ
タ
ー
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
の
手
が
届
か
な
い
所
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
庭
に
あ
る
不

用
な
ラ
イ
タ
ー
は
、
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜

き
を
し
て
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
ル
ー

ル
に
従
い
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
生
活
文
化
課（
☎
301
局
２
８
２
８ 

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/seikan/syose/index.
htm

l

）

募 集

「
東
海
村
と
原
子
力
の
未
来
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」事
前
意
見
募
集

　

村
で
は
、
９
月
18
日（
日
）に
開
催
予
定

の「
東
海
村
と
原
子
力
の
未
来
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」で
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
議
論
の
参

考
と
す
る
た
め
、
今
後
、
東
海
村
が
原
子

力
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
う
べ
き
か
の
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

提
出
方
法
▼
役
場
総
合
案
内（
行
政
棟
１

階
）、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」、
な

そ
の
他

茨
城
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク「
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
」養
成
講
座
を
開
催

　

県
北
地
域
ジ
オ
ツ
ア
ー（
地
質
観
光
ツ

ア
ー
）の
案
内
人
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

期
日
▼
10
月
23
日（
日
）、
11
月
５
日（
土
）

消
費
生
活
学
習
会「
消
費
者
が
気
に
な
る

放
射
線
と
放
射
能
」を
開
催

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
近
、
消

費
者
が
日
常
生
活
で
特
に
気
に
な
っ
て
い

る“
放
射
線
”と“
放
射
能
”に
つ
い
て
の
学

ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月
８
日

（
木
）ま
で
に
、
同
所
に
設
置
し
て
あ
る

御
意
見
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
※
ご

意
見
は
、１
人
１
枚
で
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
▼
９
月
18
日（
日
）に
開
催
予
定
の

「
東
海
村
と
原
子
力
の
未
来
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」に
つ
い
て
は
、

９
月
10
日
発
行
の「
広
報
と
う
か
い
」と

同
時
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
国
際
化
推
進
担
当（
内
線
１
３
４
１
）

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
正
し
く
選
択
で
き
る
賢
い
消
費
者
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
９
月
２
日（
金
）

時
間
▼
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政

棟
５
階
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

定
員
▼
先
着
50
人

講
師
▼
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
東
海

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
職
員

参
加
費
▼
無
料

・

８
月
30
日（
火
）
ま
で
に
、
東

海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

０
８
５
８ 

282
局
１
６
２
７ 

jitisuisin-soudan@
vill.tokai.

ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
質
問
し
た
い
内
容
を
事
前
に
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

･

６
日（
日
）･

19
日（
土
）･

20
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
茨
城
大
学
ほ
か

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
全
日
程
を

受
講
で
き
る
方（
６
人
程
度
）※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料 

※
交
通
費･

昼
食
代･

施
設

等
の
入
場
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
本
講
座
を
修
了
し
た
方
に
は
、

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
証
」を
交
付

し
、
県
北
地
域
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
案
内
を

は
じ
め
、
県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及･

推

進
活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
役

場
行
政
棟
３
階
）備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月
30
日

（
金
）（
必
着
）ま
で
に
持
参･

郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
茨
城
大
学
社
会
連
携
課（
〒
３
１
０

‐
８
５
１
２ 
水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１ 

☎
228
局
８
８
２
５ 
228
局
８
５
８
６ 

geopark@
m

x.ibaraki.ac.jp

）
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

期
日
等
▼
９
月
８
日（
木
）…
１
歳
以
下
の

乳
児
と
そ
の
親　

９
月
22
日（
木
）…
２

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
親

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
歳
以
下
…
わ
ら
べ
歌
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
等　

２
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
…
リ
ズ
ム
体
操
等

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
▽
１
歳
以
下
に
参
加
す
る
方
は
、

大
き
め
の
タ
オ
ル
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

育
所
内 

☎
282
局
２
９
４
９
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

子
育
て

《お詫び》８月10日発行の「広報とうかい」（平成23年度村政懇談会の記事、
７ページ･３段目）に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　【誤】…「浸水で３台の発電機のうち２台が停止しました。」
　【正】…「浸水で３台の発電機のうち１台が停止しました。」 12 ●



真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火曜日・金曜日

９月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ６日・20日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ５日・19日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 13日・27日

舟石川２、舟石川中丸 12日・26日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ヶ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ５日・12日
19日・26日

宿、押延、岡 ５日・19日

外宿１ 12日・26日

内宿１、亀下 ６日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。
燃えるごみ	※祝日の収集も行います。

資 源 物

■
年
に
一
度
の
体
の
声

皆
さ
ん
、
年
に
１

度
の
検
診（
健
診
）は

受
け
ま
し
た
か
？　

ま
た
は
、
こ
れ
か
ら

受
け
る
予
定
で
す

か
？　

村
で
は
総
合

検
診（
胃
、肺
、大
腸
、

前
立
腺
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
等
）を
６
～

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
が
お
手

元
に
届
い
て
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
、異
常
が
な
い
か
ら
、

は
い
終
わ
り
！　

と
考
え
る
方
も
、
も

し
か
し
た
ら
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
検
診
を
受
け
た
の
で
す
か

ら
、
自
分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、
生
活

習
慣
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。
検
診
結

果
の
見
方
を
少
し
変
え
れ
ば
、
病
気
の

黄
色
信
号
を
発
見
し
、
予
防
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
睡
眠
の
影
響

よ
く
い
わ
れ
て
い
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
は
、
食
事
や
運
動
を
テ
ー
マ
と
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い“
睡
眠
”の
大
切

さ
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
人
生
の
３
分
の
１

の
時
間
を
睡
眠
に
充
て
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
は
、
人
間
の
生
活

習
慣
の
一
部
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実
施
し

た「
生
活
時
間
調
査
」に
よ
る
と
、
平
成

22
年
度
の
国
民
の
平
均
的
な
睡
眠
時
間

は
７
時
間
14
分
と
さ
れ
て
お
り
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
々
の
生
活

に
追
わ
れ
て
な
か
な
か
満
足
の
い
く
睡

眠
が
取
れ
て
い
な
い
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
睡
眠
不
足
は
生
活
の
質
を
下

げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

個
人
差
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
生
活

習
慣
病
等
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に

最
良
な
睡
眠
時
間
は
７

～
８
時
間
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
日

頃
か
ら
満
足
の
い
く
睡

眠
を
取
れ
て
い
ま
す
か
。

■
睡
眠
時
間
が
短
い
と

太
る
？

食
事
や
運
動
な
ど
に

気
を
付
け
て
も
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
体
重

が
落
ち
な
い
と
い
う
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
も
し

か
し
た
ら
、
睡
眠
に
問

題
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

睡
眠
時
間
が
十
分
に

取
れ
て
い
な
い
と
、
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
グ
レ
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
は
増
加
し
ま
す
が
、
逆
に
食
欲

を
抑
制
さ
せ
る
レ
プ
チ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
は
減
少
し
ま
す
。
そ
の
た
め
空
腹

感
が
増
し
、
太
り
や
す
く
な
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
睡
眠
時
間

が
短
く
な
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。

皆
さ
ん
毎
日
忙
し
い
と
思
い
ま
す

が
、生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
も
、

良
質
な
睡
眠
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に

少
し
意
識
し
て
生
活
を
工
夫
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
小
さ
な
こ
と
で
も
ご
相
談
を
！

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
栄

養
士
に
よ
る「
元
気
ア
ッ
プ
健
康
相
談
」

を
個
別
に
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
結
果

を
一
緒
に
振
り
返
り
、
日
常
生
活
に
お

け
る
工
夫･

改
善
を
提
案
し
ま
す
。
継

続
す
れ
ば
、
健
康
な
体
質
へ
の
変
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
相
談
内
容
は
食

事
、
運
動
、
睡
眠
な
ど
の
生
活
習
慣
を

は
じ
め
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
相
談
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

111

睡眠、
満足に取れていますか？
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発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
８
月
25
日
号

大
お お も り

森綾
あ や な

奈さん
（村松）

今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
親
和
会
南
台
保
育
園
に
勤

務
す
る
大
森
綾
奈
さ
ん（
23
歳
）の
登
場
で
す
。

就
職
し
て
３
年
目
の
今
年
、
初
め
て
０
歳
児
を
担
当

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
場
で
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
綾
奈

さ
ん
。「
毎
日
慌
た
だ
し
い
も
の
の
、
目
に
見
え
て
成

長
が
分
か
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
く
、
親
心
の
よ
う
な

感
覚
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」と
生
き
生
き
し
た

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
よ
く
ラ
イ
ブ
に
行
く
と
い
う
綾
奈
さ
ん
―
―

「
切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
」と
話
す
音
楽
は
聞
く
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
海
村
吹
奏
楽
団
に
所
属
し
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
高
校

で
部
活
を
引
退
後
す
ぐ
入
団
し
、
幅
広
い
世
代
の
人
と

共
に
、
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現

在
は
９
月
25
日
に
ひ
た
ち
な
か
市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク

ル
ー
ズ
で
行
う
演
奏
会
に
向
け
て
練
習
中
な
の
だ
と

か
。「
大
き
な
家
族
み
た
い
」と
い
う
団
員
と
奏
で
る
綾

奈
さ
ん
の
演
奏
、
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.207

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は
多
年
生
草
本
球
根
植
物
で
、

本
州
か
ら
九
州
、
朝
鮮
半
島
に
生
育
し
ま
す
。
名
前
の

由
来
は
花
の
色
が
キ
ツ
ネ
の
体
色
に
似
て
い
る
こ
と
や
、

葉
は
ス
イ
セ
ン
の
葉
に
似
て
お
り
薄
く
平
べ
っ
た
い
感
じ

な
の
で
、
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
に
例
え
ら
れ
ま
し
た
。
花
期

は
８
月
で
、
花
茎
を
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
伸
ば
し
、

先
端
に
数
個
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
は
ヤ
マ
ユ
リ
と
同
じ
く
、

外が

い

か

ひ

へ

ん

花
被
片
と
内な

い

か

ひ

へ

ん

花
被
片
が
そ
れ

ぞ
れ
３
枚
ず
つ
あ
り
ま
す
。
球

根（
鱗り

ん
け
い茎
）は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
と
同

じ
く
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
一
種
の

リ
コ
リ
ン
と
い
う
有
毒
物
質
を

含
み
ま
す
が
、
医
薬
品
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
の
属
名

は
Ｌ
ｙ
ｃ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ（
リ
コ
リ
ス
）と
い
い
、
こ
の
仲
間

の
園
芸
品
種
を
表
わ
す
総
称
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
仲
間
は
、
花
の
時
期
に
葉
が
枯
れ
て
な
い
こ

と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
葉
の
な
い
地
面
か
ら
花
茎
が

伸
び
て
く
る
の
で
、
キ
ツ
ネ
に
だ
ま
さ
れ
た
感
じ
が
し

ま
す
。
葉
が
広
が
る
時
期
は
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は
早

春
か
ら
初
夏
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
晩
秋
か
ら
春
で
す
。
こ

の
よ
う
な
寒
い
時
期
に
葉
を
広
げ
る
性
質
は
、
周
囲
の

植
物
が
葉
を
広
げ
る
前
に
少
し
で
も
光
合
成
を
行
い
、

栄
養
分
を
球
根（
鱗
茎
）に
蓄
え
る
性
質
が
あ
る
カ
タ
ク

リ（
ユ
リ
科
）と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
ほ
ど
目
に
付
く
存
在
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
生
地
が
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
と
比
べ

て
少
な
い
上
に
、
互
い
の
生
育
環
境
が
異

な
る
事
が
原
因
で
す
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
生

育
場
所
は
水
田
の
あ
ぜ
や
草
地
な
ど
の
明

る
く
目
立
つ
所
で
す
が
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ

リ
は
林
内
や
林
縁
な
ど
の
あ
ま
り
目
立
た

な
い
所
に
生
育
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。
ま
た
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
の
よ
う
に
花か

ひ

へ

ん

被
片
が
反
り
返
る
こ
と

が
な
く
、
雄
し
べ
や
雌
し
べ
も
花
被
片
か
ら
大
き
く
飛

び
出
さ
な
い
の
で
花
の
豪
華
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
は
新
暦
の
お
盆
の
８
月
中
旬
頃

か
ら
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
秋
の
お
彼
岸
の
９
月
下
旬
頃
か

ら
花
が
咲
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
ご
先
祖
様
と
縁
の
深
い

植
物
だ
と
思
い
ま
す
。

東
海
村
自
然
調
査
団
調
査
員

内
山 

治
男

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ 

（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
）

撮影場所　石神内宿


